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膀 胱 平 滑 筋 腫 の1例
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   A case of leiomyoma of the urinary bladder in a 46-year-old woman is reported. The patient 
was referred to us because of incidental finding of a mass in the bladder. Cystoscopy revealed 
a protruding tumor covered with normal-appearing urothelium on the right posterior wall of the 
bladder. The tumor was well-demarcated from adjacent organs on echography and computed 
tomographic scan. Transurethral biopsy revealed a bladder leiomyoma. Partial cystectomy was 

performed. The patient is now apparently free of disease 7 months after the operation. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 36: 609-612, 1990)
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緒 言

原発性膀胱腫瘍のほとんどは上皮性腫瘍であり,非

上皮性腫瘍は稀であるD.最 近われわれは無症候性で

偶然にみつかった膀胱平滑筋腫の1例 を経験したので,

若干の文献的考察を加えて報告する.

症

患者=46歳,女 性

主訴:膀 胱内腫瘤精査

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴=幼 少時,小 児麻痺

例

*現:大 阪厚生年金病院泌尿器科

**現:近 畿中央病院泌尿器科

***現:大 手前病院泌尿器科

現病歴:1988年5月,全 身倦怠感を主訴に近医を受

診し,偶 然にエ コーにて膀胱 内腫瘤が発見されたた

め,精 査加療を目的として7月29日 当科を受診 し,8

月2日 入院となった.

入院時現症:体 格,栄 養中等度.貧 血,黄 疸なく,

表在 リンパ節は触知しない.胸 腹部理学的所見に異常

なし.小 児麻痺の後遺症と思われる肢行を認めるが,

神経学的所見に異常なし.

検査成績:末 梢血;異 常なし.血 沈;1時 間値15

mm,2時 間値18mm.CRP;(一),血 液化学;異

常なし.尿 所見;特 記すべ きことなし.尿 細胞診;

PapanicolaouclassL

膀胱鏡所見:膀 胱右後壁に小鶏卵大の広基性で表面

平滑な腫瘤があ り,そ の先端部に栂指頭大で表面凹凸

不整な腫瘤を認めた(Fig.D.
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Fig.1.Cystoscopyrevealedasmallegg-sizedmass

coveredwithnormalappearingurothe-
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CTscandemonstratesabladdertumor

separatedfromtheuterus

X線 検査所見:腎 尿管膀胱部単純撮影では特に異常

はなく,排 泄性腎孟造影では上部尿路には異常を認め

ないが,膀 胱像は右後壁に一致 した部位に陰影欠損を

認めた.膀 胱二重造影では,右 後壁より突出した二段

になった腫瘤を認め,そ の基部の表面は平滑で先端部

の凹凸不整であった(Fig.2).

超音波検査=右 後壁 より膀 胱内に突出するecho・
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Fig.4.Microscopicviewofthespecimen

genicmassを 認め,子 宮との連続性は否定的であっ

た.

CTscan:腫 瘤は膀胱壁に発生した腫瘍が疑われ,

子宮 ・卵巣等の膀胱壁外からのものは否定的であった

(Fig.3),

腫瘍生検所見:膀 胱粘膜下腫瘍が疑われるために,

1988年8月8日 経尿道的膀胱生検術を施行した.組 織

学的に正常移行上皮に表面を被われた膀胱平滑筋腫で,

悪性所見は認められなかったため,1988年8月22日 膀

胱部分切除術を行った.

手術所見 二腫瘍の可動性は良好で,膀 胱外の組織と

の癒着はなく,1～2cmの 正常膀胱壁を含め切除 し

た.

摘 出標本=腫 瘍の重量は20gで,大 きさは4.5×

3.8x2.5cmで あった.割 面は灰白色で弾性軟,充 実

性腫瘍であった.

病理組織学的所見=平 滑筋線維束が相交錯 し,個 々

の細胞は紡錘形で,そ の核は卵円形で均一な形態を示

し,分 裂像や異型性は認められず,膀 胱平滑筋腫と確

定診断された.ま た,結 合織に富んだ間質の一部に硝

子化および石灰沈着を認めた(Fig.4).電 子顕微鏡

的には,細 胞は長 く紡錘形 で,細 胞質内には密な

filament構 造を認め,細 胞膜の内側に はところどこ

ろで電子密度の高い,い わゆるdensepatchが 存在

し,こ の細胞が平滑筋細胞であることを示していた.

さらに強拡大で見ると,正 常の平滑筋細胞よりは多く

の粗面小胞体やfreeのribosomeが あ り,こ の細胞

が腫瘍細胞で あることを示唆する所 見と考え られた

(Fig.5).

術後経過:術 後7ヵ 月目の現在,再 発の徴候は認め

られず,膀 胱容量も300ml以 上 と正 常に なってい

る.
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考 察

膀胱非上皮性腫瘍は稀な疾患で,全 膀胱腫瘍の1～

5%と され1),そ の うち平滑筋腫の占める割合は約35

%2)と 報告されている.膀 胱平滑筋腫の発生原因につ

いては,数 々の説があ るが定説はない3).欧 米 では

1988年にBezeedら4)が166例 の1傍胱平滑筋腫の症例

を集計し報告している.非 上皮性腫瘍のうち,平 滑筋

腫と線維筋腫とは明確に区別することが困難であり,

両者を同一の腫瘍とするのが妥当であると言われてい

るため5),わ れわれは本邦での膀胱平滑筋腫と膀胱線

維筋腫とを合わせて集計した5　15).平 滑筋腫として報

告されているものが79例,線 維筋腫として報告されて

いるものが10例 あり,平 均年齢は42.4歳 で,男 女比は

26人 と59人で女性のほうが多かった.欧 米でも31

で女性のほ うが多いとされている16).本 邦においては

女性のほとんどが20～40歳 代に集中しており,こ の年

齢群に子宮筋腫が多くみられることとなんらかの関係

があるのかもしれない.

本症は発育形式により粘膜下型,壁 内型,漿 膜下型

に分類されてお り,わ れわれの集計では粘膜下型が自

験例も含め49例 と最も多かった.一 般的には壁内型と

漿膜下型は症状の発現が遅く,筋 腫が大きくな つてか

ら腹部腫瘤として見つかることが多く,粘 膜下型は血

尿 ・頻尿 ・排尿困難などの症状が発現しやすいとされ

ている3).珍 しい症状では,腫 瘍による尿道閉塞をお

こし尿閉となった症例4,15)や尿道から腫瘍が脱出した

症例11)の報告もある.

腫瘍重量は数gの ものか ら大きいものでは9kg3)

の報告がある。発生部位に関しては三角部に多いとの
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報告もあるが旦η,わ れわれの集計では特に三角部に多

いということは言えなかった.

術前診断は本症に特有なものはなく,排 泄性腎孟造

影に陰影欠損像として,膀 胱鏡で正常粘膜に覆われた

腫瘍として認められるが,膀 胱外腫瘍による壁外性圧

排との鑑別が問題となってくる.こ の点については,

超音波検査 ・CTscan・MRImagingが 有 効である

との報告がある15・17・18)しか し,や は り膀胱平滑筋腫

の確定診断を得るためには,経 尿道的生検もしくは術

中迅速切片により病理学的検査が必要で ある.ま た

Aneirosら19)は,膀 胱平滑筋腫の発生組織には膀胱

の筋層,血 管の筋層,ま たは平滑筋細胞とは違 う未熟

な細胞などが考えられ,そ の鑑別にはmastcellの

存在,電 子顕微鏡的所見が有用であると報告してい

る.

治療は,TUR-BTで は腫瘍の取 り残しのために再

発した報告もあ り2①.核出術もしくは膀胱部分切除術

により確実に腫瘍の摘出を行うべきであると考えられ

る.

本症の予後については一般的に良好とされてお り,

現在までのところ平滑筋肉腫へ転化をきたした症例は

ないが,多 発性膀胱平滑筋腫例21).婦 人科領域では子

宮平滑筋腫の後腹膜リンパ節への転移例や22)肺転移を

きたした症例の報告もあ り23・24),長期にわたる観察が

必要と思われる.

結 語

無症状で偶然にみっかった46歳 の女性の膀胱平滑筋

腫の1例 を経験 したので,若 干の文献的考察を加え報

告した.

本症例の要旨は,

おいて発表 した.

第125回 日本泌尿器科学会関西地方会に
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